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PowerBuilder Useful tools idea 

業務開発をもっと簡単に PowerBuilderでシステム開発 

自社開発、自社システム、一般系業務や製造現場のシステム開発など幅広く対応可

能な開発ソフト「PowerBuilder」を使った支援アプリ

(ツール )をサービスいたします。既存業務のシステム

開発又は、新規プロジェクト開発を推進に当たって生

産性向上を図ります。PowerBuilder は、アプリケーシ

ョン開発を容易に行えるグラフィカルなコントロー

ルやオブジェクトの作成・継承といったオブジェクト

指向的な機能を備え、データウィンドウテクノロジー

による各種データベースとの接続機能など素晴らし

いシステム開発アプリです。然し、一からの開発や大

量なデータ項目を扱うシステムなど開発の生産性を

図る為には開発ツールが必要です。  
 

システム開発をスピーディーに(speedy) 
業務開発には時間が掛かります。担当者と打ち合わせし仕様内容を設計。全体業務の概要

フロー、ＪＯＢフロー､データベースの設計など...また設計内容の確認。そこから新たな要

望事項が出てきてまた設計の見直しなど...から思った以上の時間が掛かります。これはソ

フト開発会社へ依頼しても最低の業務内容「仕様書」は必要になりコストも掛かってきま

す。もっと簡単に早く、そして拡張性や変更の対応をスピーディに行い主管元担当者(ユー

ザ)と一緒に画面内容の確認しながら開発が出来たら良いなと思いませんか? 
PowerBuilder TotalWork system は PowerBuilder 開発の後押しするツールです。これまで

に「財務系システム」「生産管理系システム」「製造工程管理系システム」「人事勤労管理系

システム」等々システム開発を培ってきた経験と開発実績をもとに、日々システムの機能

UP 向上を図っています。 
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PowerBuilderを使った開発をお手伝いします 

ピックアップ(pickup) 

PowerBuilder 開発は少々の学習ですぐにシステムの開発が出来ます。小さなシステム開発

も数本プログラム作成で可能。然し、項目数の多いテーブルや画面

の構成、Datawindow の項目登録は見出しを含め大変な苦労です。

おまけにデータベースも同様に作成しなければなりません。何とか

簡素化して基本となるメインプロセス(基本処理)に取り掛かりた

くても基本となる「準備作業」は必要になります。 

 
 
 

 

ソリューション(solution) 

最大限の問題は、どのようなシステム開発でも総て同じプロセス、処理から成り立っている。 
「テーブル設計」「データベース設計」「テーブルへのデータ登録

(insert)」「データ修正(update)」「データの削除」それと「閲覧
(search)」です。メインとなる基本処理は構築する内容によって異
なりますが先に挙げた内容の組み合わせでアシストも可能になり

ます。PowerBuilderでの開発を高速に確実にどのようなシステ
ム開発でもお手伝いができます。 
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PTW (PowrBuilder Total Work System)操作マニュアル 

1. 起動画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン画面の説明システムの起動時に「ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面」「ﾃｰﾌﾞﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ管理画面」「ｶﾗﾑ管理画面」 

の 3 つが最初に起動します。 

<ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ﾃｰﾌﾞﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ管理画面>     <ｶﾗﾑ管理画面>  

 

 

 

 

 

   ・ﾃｰﾌﾞﾙｶﾗﾑ行の追加、削除、行間挿入ﾎﾞﾀﾝ 

 

 

 

・ﾃｰﾌﾞﾙ作成にて主キー、外部キー設定内容表示画面 

ﾕｰｻﾞﾛｸﾞｲﾝ 

｢PowerBuilder TotaWorksystem：(ＰＴＷ)｣起動にて 

ﾕｰｻﾞ認証を行ってから利用します。 

※ﾕｰｻﾞ ID､ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞはｼｽﾃﾑの提供時に配信されます。 
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2. ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面の操作 

各ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ項目とﾎﾞﾀﾝの機能内容説明 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

テーブル（アイコン） 

・テーブル一覧…既に作成済テーブルの呼出し又は、不要なテー 

ブルの削除を行う。 

・テーブル保存…テーブル管理画面にて作成されたテーブル情報 

 を保存する。 

・行ｺﾝﾄﾛｰﾙ…テーブル管理画面のカラム登録にて行の挿入、削除 

 画面を呼び出し。 

 行ｺﾝﾄﾛｰﾙは次の画面を呼び出します。 

ここでカラム(項目)登録の行挿入又は削 

除を行いカラム(項目)登録を行います。 

 

・外部ﾃｰﾌﾞﾙ取込み…Excel でテンプレートに併せて作成したテーブ 

                   ル情報を一括取込みインポート処理する。 

                  ・テーブルコピ-(複製)…既に作成済テーブルから名前を変えて複製 

       コピーして利用する。 

      ・既存 dw ﾃｰﾌﾞﾙからﾃｰﾌﾞﾙ作成…既にﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞｳが作成されている 

                   定義情報からﾃｰﾌﾞﾙに作成する。 

      ・ﾃｰﾌﾞﾙ総ての明細表示バック UP…テーブルに登録された情報をバッ 

                   ク UP します。定期的にバックＵＰを行ってください。 

      ・EXCEL ﾃｰﾌﾞﾙﾘｽﾄ…既に登録済テーブルよりテーブル明細一覧を作 

                   成します。 

      ・終了…PTW システムの終了。 

ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝとｱｲｺﾝ ﾃｰﾌﾞﾙ名､dw 名､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID 設定 

ｶﾗﾑ名､項目名､主､外部ｷｰ、型桁数、予備(説明)登録 
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   ＳＱＬ文生成(アイコン) 

   ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾃｰﾌﾞﾙ SQL 文生成…ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへﾃｰﾌﾞﾙ作成する SQL 

    文を自動生成します。 

   ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾃｰﾌﾞﾙ削除 SQL 文…ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ登録済のﾃｰﾌﾞﾙ削除 SQL 

                                     文を自動生成します。  

 

 

 

     Dw データウインドウ(アイコン) 

   ・外部 dw ｽｸﾘﾌﾟﾄ生成…外部ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞの自動作成。 

   ・ﾃﾟｰﾀﾍﾞｰｽ dw ｽｸﾘﾌﾟﾄ生成…ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞ自動作成。 

   ・dw ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞ項目ｺﾋﾟｰ…ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成中に(dw)ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞ項目内 

容を Move(移送)ｽｸﾘﾌﾟﾄを作成したい場合自動ｽｸﾘﾌﾟﾄ作成。 

   ・COLOR…dw ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞの見出し文字色設定 

                  ・EXCEL ﾃｰﾌﾞﾙ作成…ﾃｰﾌﾞﾙ定義一覧出力。 

 

 

 

  プログラム自動生成(アイコン)  

   ・検索画面生成…検索ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ自動作成。 

    ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面にてﾃｰﾌﾞﾙ作成。主ｷｰ、外部ｷｰを設定した項目を 

    基に検索項目を自動作成します。 

   ・追加修正検索削除画面生成…ﾃﾞｰﾀの検索、修正、削除、追加処理 

    プログラムを自動作成します。 

 

 

 

   環境設定(アイコン) 

   ・サブ画面再表示…「ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面」「ﾃｰﾌﾞﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ管理画面」「ｶﾗﾑ管理 

画面」を最前面に表示します。 

   ・サーバ接続環境…ﾃｰﾀﾍﾞｰｽｺﾏﾝﾄﾞ登録 SQLPLUS(ORACLE)の接続定義を 

    登録保存します。最大 2 個のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ接続設定が出来ます。 

   ・licensekey…契約登録 

        ・サブ画面初期整列…画面配置整列 
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3. ﾃｰﾌﾞﾙ名､dw 名､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID 設定 

 

・業務区分…業務別にﾃｰﾌﾞﾙを保管管理します。(この方が便利見つけやすい) 

      業務区分ｺｰﾄﾞ 2 桁 (例：AA、AB、TS、TW 

・テーブルオーナ…ORACLE テーブルオーナ名登録) 

・テーブル内容…テーブルの説明を記載 

・プログラム ID(小文字)…Power ｽｷﾘﾌﾟﾄ自動作成のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID を設定。8 文字英数字にて構成する。 

            (例：TS1_P_010、TS1P010、TS1P_010 など) 

・dw 名(小文字)…ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞ作成時の名前。自動的に設定されます。 

 

・テーブル ID…テーブル ID 登録。データベースに登録するテーブル ID。  

・テーブル名…テーブル名称登録 

・dw 名称…ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞ作成時の名前。自動的に設定されます。 

・備考欄…説明登録 

 

4.プログラム作成時の設定 

 

 

 

 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID(小文字)…ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成時に ID 設定する。8 桁内英数字。 

・dw 名(小文字)…自動設定。 ﾃｰﾌﾞﾙ ID と組み合わせ。 

・ﾍｯﾀﾞ見出し…ここをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするとヘッダが表示セットされます。一覧、ﾓﾆﾀは[レ]点してからﾀﾞﾌﾞﾙ 

 ｸﾘｯｸして見出しを設定します。 

・ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ 15…15、20、40 から選択。項目が多い場合、ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝより 15､20､40 から選択する。 

       2 段にして表示する為、項目が多い場合は選択する。標準 15 項目横列表示する。 

・SQL 表示…自動作成されたプログラムにて SQL 文内容表示(ﾃﾞﾊﾞｯｸ用) 
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5. プログラムの作成手順 SAMPLE 

次の画面内容に合わせて「顧客管理マスタ」のデータの登録をします。 

 

・業務区分  TS 

・テーブルオーナ JEUSER 

・テーブル内容  顧客管理サンプル 

・テーブル ID  TS_M01_KOKYKU_MST 

・テーブル名  顧客マスタ 

上記以外は、データウインドウ作成やプログラム作成にて登録します。 

 

次にカラム内容の登録を下記の通り行います。 

 
項番は登録不要です。 

カラムは半角ｷｬﾗの大文字で登録。全角(漢字文字)、記号は使えません。 

コメントは見出しに使われますのでわかりやすい表現にしてください。 

主キーと外部キーを選択します。主キーは必ずユニークになる一意にしてください。 

外部キーは検索項目として必要となる項目に登録してください。最大 15 個まで設定できます。 

属性(型)の選択、桁数、小数部の登録。 

予備は備考欄の内容を記載してください。 

総て登録が出来ましたら保存ボタンを押して保存します。 

 

※次の呼出し確認を行う為、保存が出来ましたら、画面消去ボタンを押して 

 画面クリア-してください。 
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6. 保存テーブルの呼出し。 

テーブルの呼出しは、呼出しボタンを押して画面を開きます。 

登録済テーブルが表示され

ます。テーブルの登録に、業

務区分を設定をすると業務

単位に検索します。 

 

は選択行のテーブルデ

ータを削除します。 

尚、データベーステーブル削

除は削除 SQL 文を作成する

ボタン処理にて作成してか

らテーブル削除を行ってく

ださい。 

 

 

 

今回は業務区分を TS で登録しましたので、上記の様に 1 件登録表示されています。 

データウインドウの行を選択してダブルクリックでテーブル内容を呼び出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼出した結果内容。ここで、dw 名称が自動的に編集表示されます。 
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7. データベース登録作業 

「ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面」のプルダウンメニューから｢SQL 文生成」「ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾃｰﾌﾞﾙ SQL 文生成」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

テーブル作成 SQL 文自動生成 

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞへ保存ﾎﾞﾀﾝ 
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SQLPLUS 呼出しクリップボードへ入れた SQL 文を貼り付けて実行します。 

 

※データベース接続は事前にサーバ環境にて接続する SQLPLUS 定義情報を登録準備します。 

 

 

 

 

 

SQLPLUS が呼びたしされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃｰﾌﾞﾙが作成されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PowerBuilder からもﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへﾃｰﾌﾞﾙ作成が確認できます。 
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8. データウインドウ(Datawindow)自動作成 

「ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面」のプルダウンメニューから｢SQL 文生成」「ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾃｰﾌﾞﾙ SQL 文生成」を選択します。 

  自動生成完了              dw ﾃｰﾌﾞﾙ名称が表示されます。こちらを使います。 

 

 

 

 

 

 

  ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞｳｽｸﾘﾌﾟﾄが自動生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面にてｶﾗﾑ内容等を設定した定義情報を基にしたﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞ作成ｽｸﾘﾌﾟﾄを自動生成しました。 

  ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとﾃｰﾀｳｲﾝﾄﾞが連動したﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞｳと又、一時的にﾃｰﾌﾞﾙ情報利用する外部ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞｳ両方それぞ 

  れ使い方に分けて自動作成する事ができます。 

データウインド作成は、次の手順にて行います。 
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(1) dw_名称をコピーします。 

 

 

(2)  

(3) PowerBuilder を起動して、新規の dw(データウインドウ)を作成します。 

 

 

ｸﾞﾘｯﾄﾞを選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部ソースを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前は適当に何か入れて次へﾎﾞﾀﾝ 
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データウインドウが作成されます。 

例では項目 1 個 SAMPLE 名が登録さ

れた状態です。 

 

 

 

閉じるﾎﾞﾀﾝを押して｢はい｣を選択。 

 

データウインドウの保存名を「ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面」に表示されている「dw_名称」をコピーして 

データウインドウ(D)欄へ貼り付けて保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PowerBuilder にテータウインドウが登録されました。 
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データウインドウへスキリプトの貼り付け 

 

(1)先ほど作成したデータウインドウを選択 

(2)ﾏｳｽ右ﾎﾞﾀﾝを押してﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ画面を表示 

(3)ソースの編集(I) を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ソースの編集を選択すると下記の画面表示になります。 

 

ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞｳのﾘｿｰｽになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾘｿｰｽの上で右ボタンを押して「すべて選択(L)」を押し

ます。ﾊｲﾗｲﾄに選択されますのでｷｰﾎﾞｰﾄﾞ「Delete」 

削除ﾎﾞﾀﾝを押してすべて消去してくたさい。 
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PTW (PowrBuilder Total Work System)で作成したﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘﾌﾟﾄを開きコピー 

して貼り付けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PowerBuilder 保存ボタンを押して保存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PowerBuilder データウインドウを呼び出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに貼り付け 

データウインドウ自動生成完成 
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9. プログラム自動作成(生成) 

プログラム ID を登録 

※小文字には自動変換されます。 

 

｢ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面」のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ自動生成から｢追加修正検索削除画面生成」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッダ見出しにタイトルを登録。｢ヘッダ見出し｣ﾎﾞﾀﾝをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするとﾃｰﾌﾞﾙ名に｢一覧｣又は｢ﾓﾆﾀ｣を 

[ﾚ]点選択した内容で表示します。 SQL 表示[ﾚ]点を付けると実行時に SQL 文の構成をﾒｯｾｰｼﾞ表示し 

ﾃﾞﾊﾞｯｸの時に便利です。 

 

ＯＫボタンを押す 

 

 

 

 

プログラムスクリプト自動生成完了しました。 
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PowerBuilder を起動して｢PB ｵﾌﾞｼﾞｴｸﾄ｣｢ｳｲﾝﾄﾞｳ｣を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規ｳｲﾝﾄﾞｳ作成画面が表示されたら「名前を付けて保存」を行います。 

・ｳｲﾝﾄﾞｳへ何もｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ等設定する必要は有りません。 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID を｢ﾃｰﾌﾞﾙ管理画面」にあるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID をｺﾋﾟｰして貼り付け登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ka1_p_010 で保存されました。 
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作成したプログラムを選択してﾏｳｽ右ﾎﾞﾀﾝを押してﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ表示から｢ソースの編集｣を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムソースをすべて選択して削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムソースを消します。 
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自動生成したプログラムスクリプトをコピー選択して貼り付けます。 

 

保存ボタンを押して保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの実行結果。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに貼り付け 
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10. プログラム実行 

新規データの登録作業。項目白色が入力 AREA、緑色項目箇所は検索 AREA。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加ボタンを押してデータ登録しデータベースに保存。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、検索、修正、削除など自由に実行してみてください。 

・検索項目 AREA 

 

・ﾃﾞｰﾀ検索､追加､修正､削除ﾎﾞﾀﾝ 

 ※基本動作を自動組込 

 

・ﾃﾞｰﾀ登録 AREA 

 

・ﾃﾞｰﾀｳｲﾝﾄﾞ画面 

 

・ﾃﾞｰﾀ件数表示 
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PTW (PowrBuilder Total Work System)システムは、テーブル管理画面にて各テーブル項目を登録して 

・テーブル本体の保存管理 (業務単位にﾃｰﾌﾞﾙ管理ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ) 

・データベース SQL 自動作成からデータベーステーブルの自動作成 

・PowerBuilder データウインドウスクリプト自動生成からデータウインドウの作成 

・プログラムスクリプト自動生成から｢ウインドウオブジェクト｣へプログラムの作成 

を基本として自動的に生成作成するジェネレータアプリです。 

その他、外部データウインドの生成や項目間移動したい時の複写(コピー)スクリプト自動生成 また、 

dw 見出しの変換(日本語と英語など)スクリプト作成のアシストを数多く機能を備えています。 

これからもシステムの機能向上を計り、「業務開発をもっと簡単に PowerBuilder でシステム開発」可能な 

取り組みをスタッフ一同行っていきます。 

PTW (PowrBuilder Total Work System)システムは、「開発スピードを劇的に加速します。」 
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初回起動 License 登録 

 

初回起動時に PowerBuilder Totalworksystem(PTW)の利用登録が必要です。 

下記画面が表示されましたら OK ボタンを押します。 

 OK を押す。 

 

 OK を押す。 

 

  

PTW CD CODE(黄色箇所)表示されてるコード内容を記録又は、ハー

ドコピーして 

下記まで E メールを送ってください。 

宛先メールアドレス：ptotalwork@gmail.com 

KEY コードをメールでご返信いたします。 

 

コード内容を記録しましたら、閉じるボタンを押して終了します。 

正しく KEY コードが登録された場合は次回起動時は表示されません。 

 

 

 

返信後の KEY コードを登録(registration)した場合 

登録完了が表示されます。 

次回起動時は表示されません。 

 

 

 

ご不明な点がありましたら下記までお問合せをお願いします。 

宛先メールアドレス：ptotalwork@gmail.com 

 

 

Xxx 表示されているコード 



PTW (POWRBUILDER TOTAL WORK SYSTEM)  

 

~ 23 ~ 
 

 PTW(PowerBuilder Total Work system)ソフトウエア製作(開発)元 

 

ウェブサイトにて公開しているプログラムをご利用する方（以下「利用者」といいます）に本利用規約が適用されます。 

  

（PTW デモ版ソフトウェア） 

1 ソフトウエア製作(開発)元のウェブサイトにて公開しているプログラム（以下「PTW デモ版ソフトウェア」といいます） 

  は、個人利用、商用利用を問わず、無料で使用できます。 

  「正規版 PTW ソフトウェア」は有料ソフトウェアになっています。個人利用、商用利用を問わず、有料で使用できます。 

（著作権） 

2 本件ソフトウェアの著作権は、ソフトウエア製作(開発)元に帰属します。 

  

（PTW ﾃﾞﾓ版プログラム本体の改変・改良） 

3 本件ソフトウェアの改変･改良は､行う事はできません｡改変･改良した場合にて発生する不具合は一切責任を負いません。 

  

（禁止行為） 

4 以下の行為を禁止します。 

 （1）本件ソフトウェアの再配布 

 （2）本件ソフトウェアを使用し、第三者から対価を得る事 

 （3）本件ソフトウェアを第三者に使用させる事 

 （4）その他、本ソフトウエア製作(開発)元に損害をもたらす行為 

  

（利用停止） 

5 本規約に反する行為がある場合には、本件ソフトウェアの利用を停止していただく場合があります。 

  

（プログラムの提供停止） 

6 ソフトウエア製作(開発)元は、本件ソフトウェアの全部または一部の提供を廃止することがあります。提供の廃止によっ 

  て利用者に発生した損害について、本ソフトウエア製作(開発)元は一切責任を負いません。 

   

（免責） 

7 本件ソフトウェアに不具合があった場合であっても、ソフトウエア製作(開発)元は修復の義務を負いません。 

  本件ソフトウェアを使用すること、または、本件ソフトウェアを使用できなかったことに関して発生した損害について、 

  ソフトウエア製作(開発)元は一切責任を負いません。 

  

  

（利用規約の変更） 

8 本規約は、ソフトウエア製作(開発)元が利用者に事前告知なく変更いたします。変更後の規約は､ソフトウエア製作(開発)元 

  のウェブサイトに掲載されたときに効力を発生します。 

  

  

以上 


